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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和3年9月9日(2021.9.9)

【公開番号】特開2021-52760(P2021-52760A)
【公開日】令和3年4月8日(2021.4.8)
【年通号数】公開・登録公報2021-017
【出願番号】特願2020-182750(P2020-182750)
【国際特許分類】
   Ａ２４Ｆ  40/465    (2020.01)
   Ｈ０５Ｂ   6/10     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ   6/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ２４Ｆ   40/465    　　　　
   Ｈ０５Ｂ    6/10     ３７１　
   Ｈ０５Ｂ    6/10     ３４１　
   Ｈ０５Ｂ    6/36     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】令和3年7月26日(2021.7.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　喫煙材の少なくとも１つの成分を揮発させるように前記喫煙材を加熱するための装置と
ともに使用するための加熱要素であって、変動磁場の侵入によって加熱可能な加熱材から
形成され、前記加熱要素の第１の部分と第２の部分がそれぞれ異なる熱質量を有する、加
熱要素。
【請求項２】
　前記加熱要素の熱質量が前記加熱要素に沿った距離とともに変わる、請求項１に記載の
加熱要素。
【請求項３】
　前記加熱要素の熱質量が前記加熱要素の長さの少なくとも大部分にわたって変わる、請
求項１又は２に記載の加熱要素。
【請求項４】
　前記加熱要素の熱質量が前記加熱要素に沿った距離とともに連続的に小さくなる、請求
項１～３のいずれか一項に記載の加熱要素。
【請求項５】
　前記加熱要素の熱質量が前記加熱要素に沿った距離とともに直線的に小さくなる、請求
項１～４のいずれか一項に記載の加熱要素。
【請求項６】
　前記加熱要素の熱質量が前記加熱要素に沿った距離とともに連続的に変わる、請求項１
～３のいずれか一項に記載の加熱要素。
【請求項７】
　前記加熱要素の熱質量が前記加熱要素に沿った距離とともに階段状に変わる、請求項１
～３のいずれか一項に記載の加熱要素。
【請求項８】
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　前記加熱要素の前記第１の部分の密度が前記加熱要素の前記第２の部分の密度と異なる
結果、前記加熱要素の前記第１の部分と前記第２の部分がそれぞれ異なる熱質量を有する
、請求項１～７のいずれか一項に記載の加熱要素。
【請求項９】
　前記加熱要素の前記第１の部分の厚さが前記加熱要素の前記第２の部分の厚さと異なる
結果、前記加熱要素の前記第１の部分と前記第２の部分がそれぞれ異なる熱質量を有する
、請求項１～８のいずれか一項に記載の加熱要素。
【請求項１０】
　前記加熱要素の前記第１の部分の材料組成が前記加熱要素の前記第２の部分の材料組成
と異なる結果、前記加熱要素の前記第１の部分と前記第２の部分がそれぞれ異なる熱質量
を有する、請求項１～９のいずれか一項に記載の加熱要素。
【請求項１１】
　前記加熱要素の前記第１の部分と前記第２の部分が、異なる材料から作られる、請求項
１～１０のいずれか一項に記載の加熱要素。
【請求項１２】
　前記加熱要素の前記第１の部分と前記第２の部分は、例えば、溶接、ろう付け、熱硬化
性エポキシ、機械的締結などによって接合される異なる材料の部分を備える、請求項１０
又は１１に記載の加熱要素。
【請求項１３】
　前記加熱要素の前記第１の部分の前記加熱材の材料組成が、前記加熱要素の前記第２の
部分の前記加熱材の材料組成と同じである、請求項１～９のいずれか一項に記載の加熱要
素。
【請求項１４】
　前記加熱材が、導電性材料、磁性材料、及び磁性導電性材料からなる群から選択された
１つ以上の材料を含む、請求項１～１３のいずれか一項に記載の加熱要素。
【請求項１５】
　前記加熱材が金属又は金属合金を含む、請求項１～１４のいずれか一項に記載の加熱要
素。
【請求項１６】
　前記加熱材が、アルミニウム、金、鉄、ニッケル、コバルト、導電性炭素、グラファイ
ト、普通炭素鋼、ステンレス鋼、フェライトステンレス鋼、銅、及び青銅からなる群から
選択された１つ以上の材料を含む、請求項１～１５のいずれか一項に記載の加熱要素。
【請求項１７】
　前記加熱材がニッケルを含む、請求項１６に記載の加熱要素。
【請求項１８】
　前記加熱要素は、中空又は孔が空いている、又は、ぎざぎざ、網目又は展伸金属を備え
る、請求項１～１７のいずれか一項に記載の加熱要素。
【請求項１９】
　前記加熱要素が板を備える、請求項１～１８のいずれか一項に記載の加熱要素。
【請求項２０】
　前記加熱要素は、矩形、円形、楕円形、環状、星形、多角形、方形、三角形、Ｘ字形、
又はＴ字形のうち少なくとも１つの断面を有する、請求項１～１９のいずれか一項に記載
の加熱要素。
【請求項２１】
　前記加熱要素の前記第１の部分と前記第２の部分は、それぞれ異なる量の非透磁性添加
物を含む、請求項１～２０のいずれか一項に記載の加熱要素。
【請求項２２】
　前記加熱要素は、前記加熱要素に変動磁場が侵入したとき、前記加熱要素の前記第１の
部分が第１の速度で加熱され、前記加熱要素の前記第２の部分が第２の速度で加熱される
ように構成され、前記第１の速度は前記第２の速度と異なる、請求項１～２１のいずれか
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一項に記載の加熱要素。
【請求項２３】
　前記加熱要素の熱質量が前記加熱要素の幅又は厚さの方向の距離とともに変わる、請求
項１～２２のいずれか一項に記載の加熱要素。
【請求項２４】
　前記加熱要素が先細となっている、請求項１～２３のいずれか一項に記載の加熱要素。
【請求項２５】
　喫煙材の少なくとも１つの成分を揮発させるように前記喫煙材を加熱するための装置と
ともに使用するための物品であって、請求項１～２４のいずれか一項に記載の加熱要素を
備える、物品。
【請求項２６】
　前記喫煙材が前記加熱要素と面接触している、請求項２５に記載の物品。
【請求項２７】
　前記喫煙材がタバコ及び／又は１つ以上の保湿剤を含む、請求項２６に記載の物品。
【請求項２８】
　喫煙材の少なくとも１つの成分を揮発させるように前記喫煙材を加熱するための装置で
あって、
　変動磁場を発生させるための磁場発生器と、
　請求項１～２４のいずれか一項に記載の加熱要素と
を備えた装置。
【請求項２９】
　喫煙材を備えた物品の少なくとも一部分を受け入れるための加熱領域を備え、前記加熱
要素が前記加熱領域内に突出している、請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　喫煙材を備えた物品の少なくとも一部分を受け入れるための加熱領域を備え、前記加熱
要素が前記加熱領域の周りに少なくとも部分的に延在している、請求項２８に記載の装置
。
【請求項３１】
　前記磁場発生器により生成された変動磁場が前記加熱要素に侵入することができ、前記
加熱要素に変動磁場が侵入したとき、前記加熱要素の前記第１の部分が第１の速度で加熱
され、前記加熱要素の前記第２の部分が第２の速度で加熱されるように構成され、前記第
１の速度は前記第２の速度と異なる、請求項２８～３０のいずれか一項に記載の装置。
【請求項３２】
　前記磁場発生器がコイルを備え、前記コイルが、平面コイル、例えば２次元の渦巻体を
備える、請求項２８～３１のいずれか一項に記載の装置。
【請求項３３】
　喫煙材の少なくとも１つの成分を揮発させるように前記喫煙材を加熱するためのシステ
ムであって、
　喫煙材を備えた物品と、
　前記物品の少なくとも一部分を受け入れるための加熱領域と、前記物品の前記一部分が
前記加熱領域にあるときに、前記喫煙材を加熱するのに使用される変動磁場を発生させる
ための磁場発生器と、を備えた装置と、
　請求項１～２４のいずれか一項に記載の加熱要素と
を備えたシステム。
【請求項３４】
　前記磁場発生器により生成された変動磁場が前記加熱要素に侵入することができ、前記
加熱要素に変動磁場が侵入したとき、前記加熱要素の前記第１の部分が第１の速度で加熱
され、前記加熱要素の前記第２の部分が第２の速度で加熱されるように構成され、前記第
１の速度は前記第２の速度と異なる、請求項３３に記載のシステム。
【請求項３５】
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　前記磁場発生器がコイルを備え、前記コイルが、平面コイル、例えば２次元の渦巻体を
備える、請求項３３又は３４に記載のシステム。
【請求項３６】
　喫煙材の少なくとも１つの成分を揮発させるように前記喫煙材を加熱する方法であって
、
　請求項１～２４のいずれか一項に記載の加熱要素を用意するステップと、
　前記加熱要素と熱接触する喫煙材を用意するステップと、
　前記加熱材に変動磁場を侵入させるステップであり、前記侵入によって前記加熱要素の
漸進的な加熱、以て、前記喫煙材の漸進的な加熱がもたらされる、ステップと
を含む方法。
【請求項３７】
　前記加熱要素に変動磁場を侵入させることによって、前記加熱要素の前記第１の部分が
第１の速度で加熱され、前記加熱要素の前記第２の部分が第２の速度で加熱され、前記第
１の速度は前記第２の速度と異なる、請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　前記喫煙材が、タバコとタバコ以外の喫煙材とを含む、請求項２５～２７のいずれか一
項に記載の物品。
【請求項３９】
　前記喫煙材が、タバコとタバコ以外の喫煙材とを含む、請求項２８～３２のいずれか一
項に記載の装置。
【請求項４０】
　前記喫煙材が、タバコとタバコ以外の喫煙材とを含む、請求項３３～３５のいずれか一
項に記載のシステム。
【請求項４１】
　前記喫煙材が、タバコとタバコ以外の喫煙材とを含む、請求項３６又は３７に記載の方
法。
【請求項４２】
　前記喫煙材が、挽きタバコ、刻みラグタバコ、押出タバコ、再生タバコ、再生喫煙材、
液体、ゲル、ゲル化シート、粉末、又は塊を含む、請求項２５～２７のいずれか一項又は
請求項３８に記載の物品。
【請求項４３】
　前記喫煙材が、挽きタバコ、刻みラグタバコ、押出タバコ、再生タバコ、再生喫煙材、
液体、ゲル、ゲル化シート、粉末、又は塊を含む、請求項２８～３２のいずれか一項又は
請求項３９に記載の装置。
【請求項４４】
　前記喫煙材が、挽きタバコ、刻みラグタバコ、押出タバコ、再生タバコ、再生喫煙材、
液体、ゲル、ゲル化シート、粉末、又は塊を含む、請求項３３～３５のいずれか一項又は
請求項４０に記載のシステム。
【請求項４５】
　前記喫煙材が、挽きタバコ、刻みラグタバコ、押出タバコ、再生タバコ、再生喫煙材、
液体、ゲル、ゲル化シート、粉末、又は塊を含む、請求項３６、３７又は４１に記載の方
法。
【請求項４６】
　前記加熱要素が、閉回路の形態である、請求項２５～２７のいずれか一項又は請求項３
８又は４２に記載の物品。
【請求項４７】
　前記加熱要素が、閉回路の形態である、請求項２８～３２のいずれか一項又は請求項３
９又は４３に記載の装置。
【請求項４８】
　前記加熱要素が、閉回路の形態である、請求項３３～３５のいずれか一項又は請求項４
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０又は４４に記載のシステム。
【請求項４９】
　前記加熱要素が、閉回路の形態である、請求項３６、３７、４１又は４５に記載の方法
。
【請求項５０】
　前記加熱要素が、細長く、前記喫煙材の一端から前記喫煙材の反対側の端部まで延在す
る、請求項２５～２７のいずれか一項又は請求項３８、４２又は４６に記載の物品。
【請求項５１】
　前記加熱要素が、細長く、前記喫煙材の一端から前記喫煙材の反対側の端部まで延在す
る、請求項２８～３２のいずれか一項又は請求項３９、４３又は４７に記載の装置。
【請求項５２】
　前記加熱要素が、細長く、前記喫煙材の一端から前記喫煙材の反対側の端部まで延在す
る、請求項３３～３５のいずれか一項又は請求項４０、４４又は４８に記載のシステム。
【請求項５３】
　前記加熱要素が、細長く、前記喫煙材の一端から前記喫煙材の反対側の端部まで延在す
る、請求項３６、３７、４１、４５又は４９に記載の方法。
【請求項５４】
　前記喫煙材が、接着以外の固定により前記加熱要素に固定される、請求項２５～２７の
いずれか一項又は請求項３８、４２、４６又は５０に記載の物品。
【請求項５５】
　前記喫煙材が、接着以外の固定により前記加熱要素に固定される、請求項２８～３２の
いずれか一項又は請求項３９、４３、４７又は５１に記載の装置。
【請求項５６】
　前記喫煙材が、接着以外の固定により前記加熱要素に固定される、請求項３３～３５の
いずれか一項又は請求項４０、４４、４８又は５２に記載のシステム。
【請求項５７】
　前記喫煙材が、接着以外の固定により前記加熱要素に固定される、請求項３６、３７、
４１、４５、４９又は５３に記載の方法。
【請求項５８】
　前記喫煙材が、前記加熱要素に固定されない、請求項２５～２７のいずれか一項又は請
求項３８、４２、４６、５０又は５４に記載の物品。
【請求項５９】
　前記喫煙材が、前記加熱要素に固定されない、請求項２８～３２のいずれか一項又は請
求項３９、４３、４７、５１又は５５に記載の装置。
【請求項６０】
　前記喫煙材が、前記加熱要素に固定されない、請求項３３～３５のいずれか一項又は請
求項４０、４４、４８、５２又は５６に記載のシステム。
【請求項６１】
　前記喫煙材が、前記加熱要素に固定されない、請求項３６、３７、４１、４５、４９、
５３又は５７に記載の方法。
【請求項６２】
　前記加熱要素が、前記物品の一部分である、請求項２５～２７のいずれか一項又は請求
項３８、４２、４６、５０、５４又は５８に記載の物品。
【請求項６３】
　前記加熱要素が、前記物品の一部分である、請求項２８～３２のいずれか一項又は請求
項３９、４３、４７、５１、５５又は５９に記載の装置。
【請求項６４】
　前記加熱要素が、前記物品の一部分である、請求項３３～３５のいずれか一項又は請求
項４０、４４、４８、５２、５６又は６０に記載のシステム。
【請求項６５】
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　前記加熱要素が、前記物品の一部分である、請求項３６、３７、４１、４５、４９、５
３、５７又は６１に記載の方法。
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